
　リシュモンを代表するカ
ルティエとケリングは、世界
の持続可能な開発目標
（SDGs）と持続可能な産業
を実現するには、共同のイ
ニシアティブによってのみ達
成されるという共通の信念
に突き動かされ、Respon-
sible Jewellery Council
（RJC＝責任ある宝飾品業
のための協議会）と協力し、
その活動を広く強化するた
めに「ウォッチ&ジュエリー
イニシアティブ 2030」を立
ち上げた。
　業界初の試みとなるこの
提携は、低炭素化未来を目
指して共に歩み始めること、
さらには業界が地球や人々
のためにポジティブな結果
を確実に生み出すことを目
的とし、「気候レジリエンス
の構築」、「資源の保護」、
「インクルージョンの促進」
という3つの分野で、一連の
意欲的かつ共通の目標に
進んで尽力する、国内外で
展開するウォッチ&ジュエ
リーに関わるあらゆるブラ
ンドを歓迎するもの。
　環境への配慮と、バ
リューチェーン全体で人々
にポジティブな影響を高め
るという抱負が交差する状
況において、「ウォッチ&
ジュエリーイニシアティブ
2030」が支援する取り組み

は、国連の「持続可能な開発目標」のま
さに中核をなすものであり、このイニシ
アティブそのものが、17番目の目標で
ある「パートナーシップで目標を達成し
よう」に貢献していく。
　このイニシアティブは、「RJC」や「科
学的根拠に基づく目標（Sc i en c e 
Based Targets)」など、業界に有力な
既存のイニシアティブや組織を拠りど
ころとし、科学的根拠に基づく気候目
標、生物多様性の保全、原料やビジネ
スモデルの革新など、中心となるさらに
新しい分野を含め、業界の変革と革新
を奨励し、それを可能にすることを目的
としている。
　また、国内外で展開するウォッチ&
ジュエリーブランドすべてを対象とし、
持続可能なビジネステーマの継続的
な改善にブランドの資源とエネルギー
を投入し、業界にとって卓越したビジョ
ンを展開させることに尽力する。なお、
ブランドの出発点や市場区分、バ
リューチェーンにおけるポジションは問
わない。
　カルティエプレジデント&CEOシリ
ル・ヴィニュロン氏は、「ウォッチ&ジュ
エリー業界は、そのバリューチェーン内
で地球の貴重な資源や世界中の人々
のノウハウに依存しているので、よりポ
ジティブな影響を生み出すために、共
に行動するという責務がこれまで以上
に明らかになってきています。カルティ
エは、ケリングとともに『RJC』と協力し、
より持続可能な業界を目指した取り組
みに参加することに、そして同業他社の
皆様にこのイニシアティブに加わって
いただくことに期待しています。すべて

のメゾンとサプライヤー、ビジネスパー
トナーが、地球とそこに暮らす人々にポ
ジティブな影響をもたらすプロジェクト
について、協力して取り組むという未来
への共通ビジョンを、カルティエとして
これまで以上に共有していく所存で
す」と述べている。

　ケリング・グループマネージングディ
レクタージャン＝フランソワ・パルー氏
は、「ケリングでは、ラグジュアリーは最
高の環境および社会的基準と切り離
せないものと考えています。私たちの地
球を守るために必要な変化を起こすこ
とが、ラグジュアリー業界におけるリー
ディングカンパニーとしての私たちの
責任であると信じ、以前より協働こそが
業界をよりよい方向へと転換させるこ
とができると確信していました。ファッ
ションと同様に、ウォッチ＆ジュエリー
についても、いくつかのテーマに焦点を
当て、定量化された環境目標という共
通の核となるものに皆で尽力すること
が、真のインパクトを与えるために最も
優れた方法であると私たちは考えてい
ます。私たちが挑んでいる変化は、地
球の未来のみならず、私たちの業界そ
のものの未来にとっても不可欠なもの

です」と話している。  
　「RJC」のエグゼクティブ・
ディレクターイリス・ファン・
デル・ヴェーケン氏は、この
共同イニシアティブに関する

自身のビジョンとして「『2030 アジェン
ダ』は、誰一人置き去りにしないことを
目的にしています。ビジネスは、人々、地
球、そして私たちを支える自然環境を
守るグローバル経済を支援することに
よって、ポジティブな変化とインパクトの
ための力になることができます。既存の
ビジネスという選択肢はもはやありま
せん。『RJC』 は、変革をもたらすパート
ナーシップを通して、ビジネスが変化の
原動力になるよう支援することを決定
しました。私たちは、ともに取り組むこと
によって、『行動の10年（Decade 
of Action）』における『17の持続可能
な開発目標（SDGs）』を達成するため
に、必要な緊急の変化に大いに貢献
し、また2030年までにより良い公正な
世界を創り出すことができます。即時お
よび長期的なインパクトをもたらすよう
にデザインされた『RJCロードマップ
2030』戦略の一環として、『RJC』は世
界のジュエリーとウォッチにおけるサプ
ライチェーン全体にわたり、変化を加
速させ、行動を可能にする革新的な
パートナーシップを求め続けます」とし
た。
　このイニシアティブは「気候変動レジ
リエンスの構築」、「資源の保護」、「イ
ンクルージョンの促進」という3つの
テーマを優先事項として焦点を当てな
がら、定期的な進捗状況の報告を前
提とした透明性を堅守する。また、消費
者や市民社会、規制当局を含め、模範
的な環境的、社会的、倫理的実践に対
して高まるステークホルダーの期待に
応えるためにメンバーたちの支援も
行っていくとしている。

　新商品と情報を仕入れる場として定
着している眼鏡業界の春のビックイベ
ント「第54回ワールドオプチカルフェア
2022」（WOF）は、2022年4月5日・6
日、東京都立産業貿易センター（浜松
町館）での開催が発表され、出展社募
集がはじまった。なお、10月29日まで
に申し込むと「早割」が適用され、通常
より出展料（1小間）が1割引になる。通
常の申込締切は11月30日。主催は、東
京眼鏡卸協同組合。
　WOFは、東京眼鏡卸組合が共同宣

伝事業として、“商品知識の育成
及び向上”をテーマに掲げたメイ
ン事業。
　会場は昨年に続き、浜松町にあ
る東京都立産業貿易センター3・4
階。都心をはじめ地方からでもア
クセスが便利な場所にあり、天井
高5ｍで柱がなく、広々としたス

ペースを確保。招
待者数は全国各地
の眼鏡取扱業者約
15,000社。2日間
で約3,000人の来

場者を目指す。開催時間は9時30分～
18時（最終日は17時）。
　会場では技術力に優れ、機能性と実
用性を兼ね備えたフレーム、レンズ、機
器、関連商品をはじめ、ファッション性の
高いメガネなどが一堂に集まる。また、
新しい切り口のビジネス・コラボレーショ
ンが組める業社の誘致も行っている。
　なお、新型コロナウイルスによる中止
の場合でも、延期は予定していない。中
止の場合は必要経費を差し引いた金
額が返却される。

　9月17日～20日に香港で開
催 さ れ た「 J E W E L -
L E RY&GEM WORLD -
HONG KONG」には、335社
が出展し、15,495人が来場し
たと主催者であるInformaが
報告した。また、中国バイヤー
向けのライブストリーミング配
信には15,000人以上の視聴
があったとしている。
　出展社のコメントでは「今回
のフェアは想像以上に忙しく、
最初の2日間は食事の時間が
取れないほどでした」、「パンデ
ミックであることを考えても、全体的に
素晴らしかっ
たと思います。
消費者に直接
対面すること
で、マーケット
やニーズの洞
察に繋がり、

それに応じて顧客へのデザイン
に対応できます」、「フェアを通
じて多くの地元顧客に会うこと
ができ、彼らの好みやニーズを
知る素晴らしい機会になりまし
た」、「日本のあこや真珠は、特
に7.5mmから9mmのネックレ
スが人気が高かったです」、「結
果はとても良かったです。カラー
ダイヤモンドとダイヤモンド製
品、どちらも販売面で良い結果
でした」などと紹介されている。
　また、2022年にも出展をす
るかとのアンケートでは、72％

が「そう思う／思う」と回答している。

　「SeaForce」
の秋の大セール

が10月20日～23日に
東京店と大阪店で同
時に開催される。店内

商品はほぼ15％OFF。目玉商品ほか、
ショールームの溶接機・造型機・レー

ザー等デモ機は最大50％OFF。加工
部からは抽選で加工賃がゼロ円になる
キャンペーンを実施。プレゼントキャン
ペーンで当たる3Dプリンターほか、最
大3万円の気節はずれの福袋も。

業界が協力して取り組む未来への共通ビジョンを共有

10月20日～23日に
東京店と大阪店で同時開催

東京眼鏡卸主催「WOF」
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2022年4月5日・6日に開催決定
出展社募集を開始。「早割」は29日まで

責任ある宝飾品業のための協議会（RJC）が協力

シーフォース秋の大セール
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